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圃
ジ ョン ・バ ーニ コー ト著 羽 生 正 気 訳

「ボ ス タ 温 の 歴 史 」

1974年9月 刊,美 術 出 版 社

著 者,ジ ョ ン ・バー ニ コ ー トは1924年 英国 ウ ェ イブ リ ッジに生 れ,オ ック ス フ ォー ド大

学 リ ンカー ン ・カ レッ ジで近 代史 を,王 立美 術 大 学で 絵 画 を学 び,現 在,'メ イ ドス トン芸

術 大学 で 美術 史,デ ザ イ ン史 を担 当 して い る。

また訳 者,羽 生 正 気氏 は 当関 西意 匠 学 会 の会員z,京 都 工 芸繊 維 大 学工芸 学部 意 匠科 の専

任 講師 で あ る。

本 書 はテ ー ム ス ・バ ドソ ン社 の 厂芸術 の世 界」 とい う一般 教 養 叢書 の 一冊 で,テ ー マ は

19世 紀 末 葉 か ら現 代(1968年 頃)に 至 る約100年 間 の ポ ス ター の通 史 で あ る。

今 日,デ ザ イ ン時 代 とい われ て い る に も拘 わ らず,デ ザ イ ンの 学術 的 研 究書 は少 な く,

また ポ ス ター の研 究 書 は更 に稀 で あ る。 この よ うなポ ス ター研 究 の分 野 で,た と え一 般 教

養 書 と い う程 度 の もの で あ るが,一 っ の通 史 が生 れ た と い うこ とは,ポ ス ター研 究 家 に限

らず,デ ザ イ ンー 般 の研 究 にたず さわ る者 に と って も非 常 に有意 義 で あ り有難 い こ とで あ

る。

本 書 は ジ ュー ル ・シェ レ(1836-1933)の 初 期 石版 刷 ポス ター か ら,現 代 の コ ン ピュ ー

ター ・プ ロ グ ラム に よる ポ ス ター まで,凡 そ一 世紀 に及 ぶ 期 間の ポ ス ター の流 れ を273点

の 図版(そ の うち72点 は カ ラー 図版)で 紹 介 して 行 く。 そ して その流 れは,フ ラ ンス を発

して,イ ギ リスへ,イ ギ リスか ら再 び ヨー ロ ッパ 本土 へ,更 に遠 くア メ リカ大 陸 へ,そ し

て また また ヨー ロ ッパへ と蛇 行 し,そ の流 れ は時 には東 欧 共産 圏 諸 国 や 日本 に も及 ぶ ので

あ る。

ま た,こ の ポ ス ター の歴 史 は通 史 とは い え,年 代 を追 って真 直 ぐに19世 紀 か ら現 代へ と

進 む ので は な く,19世 紀 後 半 の ミュ シ ェを代 表 とす るア ール ・ヌー ヴ ォー を論 ず る か と思

えば,直 ち に20世 紀 現代 の アメ リカ ヒ ッ ピーのtス ターへ と飛 躍 す るよ うに,通 史 とい い

乍 ら,歴 史 の時 代 的 な流 れ よ り,美 術 の様 式 の 流 れ や,芸 術 運 動 の動 きや,あ る いは,芸

術 思 潮 の流 れ に焦 点 を合 せ よ う とす るた め,著 者 は本 文 の 中 で幾 度 か,時 代的 な飛 躍 と後

戻 りを繰 りか えす ので あ る。
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ま た,著 者 の広 い美術 史 的視 野 の お かげ で この 書 を通 じて近 代 美術 史 の概 要 を知 ると と

も に,近 代 美 術 史 に幾 っ か挿 入 され たエ ピソ ー ドも知 る こ とが 出来 るの で ある。

この よ うな著 者 の主 旨 に よ り,本 書の構 成 は次 の よ うに なっ て い る。

第1章 ア ー ト・ポ ス ター

初 期 の ポ ス ター

ア ール ・ヌ ー ヴ ォーの ポス ター

ポ ス ター と象 徴 主義

ヒ ッピー ・ポ ス ター

第2章 モ ダ ン ・ポ ス ター と職 業 デ ザ イ ナー

フ ォーマ ル ・アー ト運 動

装飾 美 術運 動

職 業 デザ イ ナ ー

現代,1940年 代 お よび1950年 代

第3章 ポス ター と現 実性

表 現 主義

写 実 主義

シ ュル レァ リス ム

第4章 ポ ス ター と社 会

大 衆 的 な語 法

ポ ス ター と コ メデ ィ

政 治,革 命,戦 争

付録 三 次元 の ポス ター

以 上,紹 介 した とお り,こ の 本 は単 な るポス ターの 通 史で は ない。 しか し,先 に も述 べ

た とお り,一 地 方,一 時代,あ るい は,一 流 派 に限 って 書 か れた ポ ス ター の研 究論 文 で も

な い。 ま た,著 者 は な るべ く自分 の主 義 ・主 張 や趣 味 か らで は な く,広 く材 料 を各 分 野 に

求 め よ う と して い る。 この よ うに著 者 の 立場 は,一 流 派,一 主 義 に片 寄 るこ と な く,平 等
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で冷 静 な学究 的 態 度 を くず そ うとは しな いの で あ る が,著 者 の ポ ス ターへ の 関 心 は,ボ ス

ターの持 っ,宣 伝,広 告 とい っ た社会 的 機能 にっ いて で は な く,む しろ ポス ターの 造形 性

に向 け られて い るよ うで あ る。 従 っ て,著 者 バ ーニ コー トはポ ス ター と芸術,就 中,ボ ス

タ ー を絵 画 との 対 比 の中 で 考 えて行 こ うと して い る。 こ の よ うな著 者 の立場 か ら,本 書 「

ポ ス ター の歴 史」 は19世 紀 未 の プ レイ ・ビルで あ る ジュ ール ・シエ レ(1836-1933)の ボ

ス ター(1869年"ヴ ァ レ ンテ ィー ノ舞 踏 場つ を,い わ ゆ る今 日的 なポ ス ター の始 祖 とす る

の で あ る。 著 者 バ ーニ コー トは終 始,ポ ス タ ー を単 な る公衆 伝 達 の メ デ ィア的 地 位 か ら,

「街頭 に進 出 した大 芸術 」 に高 め られた もの と して受 け とめ よ うとす る
。 か か る理 由 か ら,

著 者 は中 世 印刷 技 術 の発 明 と同時 に生 れ た 多 くの ビラ類 を敢 え てポ ス ター の歴 史 の始 源 と

して と りあげ よ うと しな いの で あ る。 また,同 じ理 由 か ら現 代 ポス ターの 大部 分 を占 め る

写 真使 用 の ポ ス タ ー も,敢 えて無 視 す るので あ る。

だ か ら とい っ て,バ ー ニ コー トは美術 を第 一 義 的 と し,ポ ス ター を第 二義 的 に考 え るの

で は な く,む しろ,ポ ス ター 独 自の 造形 性 の 故 に,ポ ス ター を第 一義 的 に考 え よ う とす る

の で あ る。 す な わ ち 「19世紀 の念 入 りな 自然 主義 か ら,多 くの20世 紀 の絵 画 に見 られ る簡

潔 な描 写 や 装飾 の変遷 は,ポ ス ター とい う大衆 的 な語 法 によ って も た ら され た新 しい 自由

に も,そ の何 程 か を負 うてい るので あ る。」 とい うよ うに,現 代 で は美 術 が逆 に デザ イ ンに

よ って影 響 され る こ とを指 摘 して い る。

そ して,デ ザ イ ン,特 にポ ス ター が絵 画 に影 響 を与 えた とい うモ ー メ ン トと して彼 が と

り南 げた 「大衆 的 語法(ポ ピ ュ ラー ・イデ オ ム)」 こ そ,ポ ス ター の造 形 言語 の 欠 く可 か ら

ざ る要 素 で あ る とバ ー ニ コー トは強調 す るの で あ る。

「ポス ター は,あ い ま い な もの で は あ り得 な い。 後 世 にな って か ろ うじて理解 され る と

い った個 人的 な観 念 を表 現 す るこ とは,デ ザ イ ナ ーの 作 品 に は許 さ れ ない。 いい か え れ ば,

デ ザ イナ ー は瞬 闇 的 な接 触 を成 功 させ な けれ ば な らない 。」

「ポ ス ター は,装 飾 的 で あ る と同時 に伝達 す る とい う機 能 を もって 居 り,そ の た め しば

しば大衆 的 な語 法 を反 映 す る。」

「人 が ポ ス ター の基 本 的 な特 性 を,近 接 した関 係 に あ る絵 画 や グ ラ フ ィ ック画像 と区 別

して見 出 すの は,こ の大 衆 的 な表現 の領 域 にお いて で あ る。」

「諸芸 術 の な かで ポ ス ター に その特 異 な地 位 を与 えて い る もの は,こ の大 衆 的 な語 法 に

ほ か な らな い か らで あ る。」

バー ニ コ ー トは 「大 衆 的 な語 法」 を デザ イ ン機 能 の 一つ の 要 素 と して観 念 的 にと りあ げ

よ うとす るの で も な く,あ るい は また,デ ザ イ ンの あ る可 き姿 と して理 念的 に追 い求 め よ

うとす る ので も ない。 彼 は 「大 衆 的語 法」 を ポ ス ター の造 形 言 語 と して具 体 的 に と らえ よ
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うとす るので あ る。初 期 ア ー ト ・ポ ス ター で は街 頭 に進 出 した大 芸術 と して と らえ,ア ー

ル ・ヌー ヴ ォーの ポ ス ター で は新 しい社 会,新 しい 技術,新 しい精 神 を 「装飾 」 に よ って

表現 した 大衆 的 語法 を讚 美 す る。 また象徴 主 義 のポ ス ターで は,大 衆 が昔 か ら素朴 に願 っ

て いた 「過 去 と現 在,聖 な るもの と卑 俗 な もの と い った同 じテ ーマ の異 な る様相 を同 時的

に表 わす こ と」 が出来 た と述 べ,ま た ヒ ッ ピー のポ ス ターで は 読 ま ないで 見 る技術,傾 聴

しな いで 聞 く技 術 を身 につ けた1960年 代 の 大衆 に適 合 して い るこ と を指摘 す るの で あ る。

また フ ォー マ ル ・ア ー トの ポ ス ター で は コ ミュ ニケ ー シ ョ ン ・シ ンボル と い う国際 的 な言

語 を生 み 出 し,表 現主 義 の ポス ター の大 声 で 叫 ぶ ため に使 われ た太 い輪郭 線 に縁 取 られた

平 塗 りの 強 い色 彩 が 大衆 に ア ピール した こ と を語 り,し か し,一 見 最 も写 実 的 な写 真 使用

の ポ ス ター が余 りに も写 実 的 で あ るた め背 景 の環 境 か ら独 立 しな い こ とを教 え,新 しい現

実性 を獲取 す る道 は 案外,奇 妙 な非現 実 とい わ れ るシ ュ ル ・レァ リス ム の 中 に.あるので

は な い か と示 唆 す るので あ る。 この よ うにポ ス タ ーの歴 史 の 中 で,い ろい ろの時 代 で,い

ろい ろ な様 式 の な かで,夫 々の形 式 で ポ ス ター は常 に 「大衆 的 語法 」 を求 め,そ の大 衆的

な造 形 言 語 で人 々 に語 りか けて来 た こ とを例 証 す るの で あ る。

そ して バ ー ニ コー トは 「民衆 の芸術 と,民 衆 の た めの芸 術 とは,表 現上 の 異 な る二 っ の

領 域 で あ るか も知 れ な い。 ポス ター は両 方 の グ ラフ ィック的 なメ ッセ ー ジ を伝播 す る手段

で あ る が,芸 術 と しての その 主張 がな んで あれ,そ れ は民 衆 に語 りか ける もの で な けれ ば

な らな い。」 としめ くく るので あ る。

最 後 に,頁 だ て,挿 絵 の 説 明,註,レ イア ウ トな ど原著 と殆 ん ど同様 に近 づ け た,訳 者

で あ る羽 生正 気 氏 の 努 力 に会 員諸 兄姉 と共 に敬 意 を表 した い。

中 西 徹 記
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